




 

プログラム  Program 

A.ライヒャ | 木管五重奏曲 ニ長調 op.91-3 

Antonín Rejcha | Wind Quintet in D major op.91-3 

A.ドヴォルザーク (D.ウォルター編) | 弦楽四重奏曲 第 12 番 『アメリカ』 ヘ長調 op.96 B.179 

Antonín Dvořák | String Quartet No.12 in F major “America” op.96 B.179  

(arranged for Wind quintet by David Walter) 

 

◆ 休憩（20 分間） Intermission (20 minutes) 

 

L.ヤナーチェク | 木管六重奏のための組曲 『青春』 JW 7/10 

Leoš Janáček | Suite for Wind Sextet “Mládí (Youth)“ JW 7/10 

 

 

 

2022.11.29 (火) 19:00 開演 (18:30 開場)    ティアラこうとう (江東区江東公会堂) 小ホール  

19:00, Tuesday, 29
th
 Nov. 2022 at Tiara Koto (Small Music Hall) in Tokyo 

本公演は、文化庁による「AAF2」(コロナ禍からの文化芸術活動の再興支援事業）からの支援を受けて開催されております。 

 

主催：KAZELFA 株式会社  後援：チェコ共和国大使館  在日チェコ商工会議所 

Organizer: KAZELFA Corporation   

Auspice: Embassy of Czech Republic in Tokyo, CCCIJ (Czech Chamber of Commerce & Industry in Japan) 



 

ご挨拶とプロフィール  Greeting & Profile 

桐朋学園大学研究科、及び桐朋オーケストラ・アカデミーを修了した縁で 2019 年に結成された木管五重奏団。

それぞれが子供向けコンサートの企画や演奏経験があり、コンクールでの入賞、国内外の主要オーケストラな

どの客演を務めるなど活動中。  

団体名には小さめのつぼみに似合わず大きい花が咲く芍薬(ピオニー)。「今は小さい蕾かもしれないけれど、

人々に愛される大輪の花になりますように」という意味が込められている。 

今回のコンサートは『チェコ音楽の彩り』と題し、完全な

るオールチェコプログラムをお届けいたします。 

チェコ音楽といえば、日本の情緒にもよく似た素朴なあた

たかさが聴きどころですが、時代や作曲家によってその色

彩は少しずつ異なります。 

今回はそんなチェコ音楽の中から時代の違う 3 曲をお届け

します。木管五重奏曲という編成を初めて書き、定着させ

たライヒャの作品より「ニ長調」、弦楽四重奏曲として有名

なドヴォルザークの「アメリカ」の編曲版、そして木管五

重奏にバス・クラリネットを加えた珍しい編成で奏でられ

る、ヤナーチェクの「青春」。 

曲数は少ないですがどれもメイン級で、それぞれの曲の違

いを十分にお聴きいただけるプログラムです。 

オーケストラやアンサンブルの経験豊かな私たちの贈る、

チェコ音楽の鮮やかな色の数々をどうぞお愉しみください。 

 

Ensemble Peony (アンサンブル・ピオニー) 

 ご 挨 拶 



 

演奏者プロフィール  Artist Profile 



 

 

～木管五重奏の世界へようこそ～  
 
フルート、オーボエ、クラリネット、ホルン、ファゴットの編成による木管五重奏は、19 世紀頃に確立したとされています。 

管体に息を入れて音を鳴らすという共通点を持ちながら、音を発する振動体はリードやマウスピースなど全て異なり、 

多彩な音色を持ち合わせている魅力的な編成です。 

 



 

 

 

～チェコ音楽の世界～    
 

チェコ共和国はヨーロッパの中心部に位置し、スラヴ系民族のチェコ人が住んでいます。チェコ音楽と聞いて、どのような音

楽をイメージしますか？リズムが特徴的で、エキゾチックな雰囲気の音楽でしょうか。チェコ音楽誕生の歴史を、少し覗いてみ

ましょう。 

 

チェコでは西部と東部の 2 つの異なる文化圏が育まれました。西部のボヘミア地方は西ヨーロッパ社会の一部として早い

時期から都市化が進み、民俗音楽は西洋音楽の様式の影響を受け、長調・短調があり、拍子やリズムが厳格で規則正し

いことが特徴です。器楽的で舞踏が起源とされています。 

 

東部のモラヴィア地方は主に農村地帯であり、比較的西洋文化に触れる機会が少なかったため、純スラヴ的な色彩が色

濃く残っています。民俗音楽では歌謡に起源があるとされ、西洋音楽で使われる長短調ではなく、教会旋法やロシア民謡

由来の旋法などが使用され、不規則な長さのフレーズを持ち、リズムは自由に構築されていることが特徴です。 

 

チェコは周囲を大国・強国に取り囲まれているという地理的事情もあり、1918 年チェコスロバキア共和国が建国されるま

で、様々な国からの支配を受けてきました。そのため、他の国と同化しない、スラヴ民族としてのアイデンティティを求めていくよ

うになります。 

 

フランス革命(1789～1799)以降、ヨーロッパ全体でナショナリズム(民族主義)が優勢な概念になりました。ナショナリズ

ムを合言葉に、19 世紀後半頃、チェコらしさを表現する音楽を創造し発展させる動きが始まり、連作交響詩『我が祖国』

の作曲者として知られるスメタナ(1824～1884)がチェコ国民音楽の創始者とされ、本日の演奏会で取り上げるドヴォルザ

ークとヤナーチェクへと受け継がれていきました。民謡を地方独自のものから、民族のアイデンティティを象徴する国民音楽へと

昇華させるため、民族の精神・アイデンティティを音楽としてどのように創出するのか、それぞれが異なる切り口から表現方法

を追求しました。 

 

 

A.ライヒャ 木管五重奏曲 ニ長調 op.91-3  (1818 年) 

アントニーン・ライヒャ(Antonín Rejcha, チェコ語の発音ではレイハ, 1770 年 2 月 26

日～1836 年 5 月 28 日)は、西部ボヘミア地方首都のプラハで生まれた作曲家で、その

後、音楽理論家、教育者としてもドイツ及びフランスで長く活動を行いました。 

15 歳の時、ボンの宮廷楽団でフルート奏者になり、同楽団ヴィオラ奏者を務めていた同

い年のベートヴェンと出会い、親しい友人になりました。1817 年にはパリ音楽院の作曲科

教授に就任し、同年から木管五重奏の作曲を始めました。｢6 つの木管五重奏曲｣を 4 作

品と、｢木管五重奏曲 第 25 番｣の計 25 曲を残し、この分野の開拓者の 1 人といわれ

ています。教授としてはリスト、ベルリオーズ、グノー、フランクら著名な音楽家を輩出しました。 
 

 ライヒャはオペラやカンタータ、交響曲や協奏曲をはじめとする管弦楽曲など、多岐にわたるジャンルの楽曲を作曲しました。

多くの器楽作品を残し、中でも、室内楽作品は構成や、楽器の音色の効果的な使い方が高く評価されています。 

 

第 1 楽章 Allegro assai ゆったりとした導入部とフルートのカデンツァを経て、6/8 拍子の快活なメロディーが奏でられ

ます。 

第 2 楽章 Adagio 3/4 拍子で、冒頭に変ホ長調の豊かな響きを提示した後、静かで穏やかな旋律がフルートとファゴ

ットによって演奏されます。中間部では 8 分音符の下降する音形がオーボエから始まり、他の楽器へと美しく受け継がれてい

きます。 

第 3 楽章 Allegro vivo 3/4 拍子のスケルツォ風の軽快なメヌエットです。 

第 4 楽章 Allegretto フルートから始まる 16 分音符の律動的な主題や、その後に続くホルンの朗らかな旋律の主題

など、複数の主題が現れ、組み合わさりながら展開し、各楽器の技巧が光ります。 

曲目解説  Program Note 

http://ja.forvo.com/word/anton%C3%ADn_rejcha
https://ja.wikipedia.org/wiki/1770%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/2%E6%9C%8826%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/2%E6%9C%8826%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/1836%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%8828%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%9C%E6%9B%B2%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84


 

 

 

 

A.ドヴォルザーク (D.ウォルター編) 弦楽四重奏曲 第 12 番 『アメリカ』 ヘ長調 op.96 

B.179 (1893 年) 

 

 アントニーン・レオポルト・ドヴォルザーク(Antonín Leopold Dvořák, 1841 年 9 月 8

日〜1904 年 5 月 1 日)は西部ボヘミア地方出身でボヘミア地方の民謡のみならず、東部

モラヴィア地方の民謡の要素も取り入れ、民謡のリズムや音階の特徴の要素を引き継いでオ

リジナルのメロディーを生み出し、濃厚な色彩でスラヴ的な民族感情を表現しました。 

幼少期から音楽教育を受け、家業の肉職人の修行をしながら、ドイツ語と音楽理論を学

び、プラハのオルガン学校を卒業しました。その後、作曲活動を進める傍ら、劇場の楽団に所

属し 9 年に渡ってヴィオラ奏者を務めました。 
 

25 歳の時、スメタナが同楽団の首席指揮者に就任し、スメタナ作曲のオペラ『売られた花嫁』が大成功を収め、チェコ国

民オペラ誕生の歴史的シーンに立ち会っています。楽団を退団後、33 歳の時、オーストリア政府の国家奨学金に初めて応

募し合格したことで、審査員のブラームスや出版社社長のジムロックと出会い、後にドヴォルザークが作曲家として世界的に

成功を収める道を開きました。 
 

プラハ音楽院の作曲科教授に就任した後、招請状をうけてアメリカのニューヨーク・ナショナル音楽院の校長に任期 2 年で

就任しました。このアメリカ滞在中にネイティブ・アメリカンの音楽や黒人霊歌を吸収し、自身の作曲に反映するようになります。 
 

｢交響曲第 9 番『新世界より』｣を書き上げた後、夏休みにチェコ人 2 世の生徒の招きでアイオワ州スピルヴィルに滞在し

ました。チェコ人の移住者が集まる村で、豊かで美しい自然に触れながら過ごした喜ばしい日々から活力を得て、約2 週間

という驚くべきスピードで｢弦楽四重奏曲 第 12 番 『アメリカ』 ヘ長調 op.96｣を書き上げました。本日はモラゲス木管五

重奏団のオーボエ奏者、D.ウォルター氏が編曲した木管五重奏版を演奏いたします。 

 

第 1 楽章 Allegro ma non troppo 森のざわめきを表現したかのような短い序奏を経て、ファゴットが民謡風の喜び

に溢れる第 1 主題を奏でます。第 2 主題はクラリネットがしっとりと穏やかな旋律を歌います。 

 

第 2 楽章 Lento シンコペーションの音形の伴奏に乗ってオーボエが哀愁漂う旋律を歌い始めます。この美しい旋律は

黒人霊歌からインスピレーションを受けて書かれました。 

 

第 3 楽章 Molto vivace 軽快なスケルツォ風主題に続き、中間部のトリオでは美しい牧歌風の旋律が奏でられます。 

 

第 4 楽章 Vivace ma non troppo ロンド形式で書かれ、躍動的な付点のリズムの伴奏に乗せて、軽快な主題が

演奏されます。途中、チェコ民謡風の旋律やコラール風の厳かな旋律が現れ、爽快で晴れやかな終結を迎えます。 

曲目解説  Program Note 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1841%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/9%E6%9C%888%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/9%E6%9C%888%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/1904%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%881%E6%97%A5


 

 

 

L.ヤナーチェク 木管六重奏のための組曲 『青春』 JW 7/10 (1924 年) 

 

レオシュ・ヤナーチェク(Leoš Janáček 1854 年 7 月 3 日〜1928 年 8 月 12 日)は、東

部モラヴィア地方出身の作曲家です。11 歳の時にモラヴィア地方の中心都市ブルノにある修道院付

属学校の少年聖歌隊員となり、音楽教育を受けました。20 歳の時に 1 年間プラハのオルガン学校で

学び、その時に 13 歳年上のドヴォルザークと出会い親交を深めています。 

ヤナーチェクは歌謡を起源とする北モラヴィア地方の民謡・舞踏の収集、研究を進め、民謡にピアノ

伴奏を付けるなど編曲し、出版を手掛けました。この研究を通して、民謡は話し言葉の抑揚から生ま

れると考え、人々が話す言葉や動物の鳴き声の音高やリズムを旋律の断片として五線譜に書き留め、多くのメモを残しています。 

西洋音楽の様式から脱却し、スラヴ民族としての新しいチェコ音楽の創造を目指すようになり、モラヴィア民謡を直接引用する

ことを取りやめ、旋法や調性構造を科学的に分析し、新しい作曲の書法を創り上げました。 

 ヤナーチェクは自身の 70 歳のお祝いとして｢木管六重奏のための組曲『青春』｣を作曲しました。彼の楽しかった少年時

代の思い出を描いていて、木管五重奏(ピッコロ持ち替えあり)＋バス・クラリネットによる編成です。音色と音域の幅が広く、

創意に富んでいて快活な作品です。 

 

第 1 楽章 Allegro なんの前置きもなくオーボエが第 1 主題を演奏し、時折りリズムの流れが崩れながら変化します。オ

ーボエとクラリネットによる厳かな響きを持つ第 2 主題が現れますが、ユーモラスなリズムや、トリルを効果的に使い、ホルンの

短いカデンツァを用いるなど、全体的に陽気な雰囲気を維持しています。 

 

第 2 楽章 Andante sostenuto スラヴ風の重厚な主題をファゴットとバス・クラリネットが奏で、3 つの変奏曲を経て主

題へと回帰します。各変奏曲の間には 17/16 という珍しい拍子の小節があり、4/4 拍子に 16 分音符を 1 音足して下降

する音形で演奏されます。 

 

第 3 楽章 Vivace 2/4 拍子の軽快なスケルツォです。ピッコロで奏される行進曲風の主題は、ヤナーチェクが『青春』を

作曲する前に、自身の少年聖歌隊時代を回想して作曲した｢青い服の少年たちの行進曲｣からきています。この快活な音

楽は 2 回、トリオにあたる優美な旋律の主題によって中断されます。 

 

第 4 楽章 Con moto 6/8 拍子で、冒頭のフルートが主題を奏で、4 連符の連打に阻まれながら曲全体を通して効果

的に演奏されます。後半は 3/4 拍子のスケルツォを挟み、第 1 楽章の 2 つの主題が懐古するように引用され爽快に終結

します。 

 

楽曲解説 (フルート: 大平治世) 

 

曲目解説  Program Note 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1854%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/7%E6%9C%883%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/1928%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/8%E6%9C%8812%E6%97%A5
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イタリア料理店 ミロ清里 

雄大な眺望が楽しめる観光地、八ヶ岳南麓、清里高原。 
創業 1972 年の老舗ミロ清里は古き良きイタリアの伝統的な作
り方と味を守る、料理歴 46 年のシェフが届ける唯一無二の場
所。 
前菜・手打ち生パスタ・ドルチェまで、健康と美味しさをモットーに
厳選した食材から作るシンプルで繊細な味をお届けします。伊産
エキストラヴァージンオリーブオイル 100%使用。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山梨県北杜市高根町清里 3545-1 清里の森 
営業時間 11:30-15:00  17:30-20:00 
定休日: 火曜日 
Tel. 0551-48-3737 
https://r.goope.jp/mirokiyosato1972 
 

JR 小海線 「清里駅」から 
徒歩 10 分 

アキルノテラス YAKITORI & WINE 

今年 3 月、JR 五日市線 武蔵増戸駅から徒歩 3 分の 
五日市ファインプラザ向かいに新規オープン。 
自然派のワインを揃え新しい焼き鳥屋のイメージを提案。 パ
スタなどアラカルテメニューも豊富です。店の雰囲気はアメリカン
テイストな仕上がりで 28 席あるテラス席はとても開放的。 
奥多摩でのハイキングやロードバイク、スポーツ後のリフレッシュに
もどうぞ。土日祝日にはランチも提供致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東京都あきる野市伊奈 979-7 
営業時間 平日 17:00-22:00 
土日祝 12:00-15:00 16:00-22:00 定休日: 水曜日 
Tel. 042-588-4099 
https://www.facebook.com/akirunoterrace/ 
 
               JR 五日市線 「武蔵増戸駅」 

から徒歩 3 分 

アキルノテラス 12 月限定 Dinner Time Special クーポン 
当コンサートのプログラム、チラシ、またはチケットを持参されたお客様は
お一人様 3000 円以上のお会計で 1 名ににつき 500 円 OFF でご
利用頂けます。宴会コース、ランチタイムでのご利用は出来かねます。 

https://r.goope.jp/mirokiyosato1972
https://www.facebook.com/akirunoterrace/





